
【学芸員お薦めの一品】 

 

 国際交流展「海山
うみやま

に宿る神々～日韓の祭祀
さ い し

遺跡～」 

 2018（平成 30）年 10 月６日～12 月２日 

 

企画展の開催期間中、週替わりでお薦めの展示品を紹介します。  

 

 

No.４ 謎の唐式鏡群 

 

 宮崎県北部の美郷町
みさ と ち ょ う

南郷区神門
み か ど

に鎮座する神門神社には、17 面もの唐式
と う し き

鏡
きょう

（中国

唐代の唐鏡を模倣したもの、あるいは唐鏡を原型として再笵
さいはん

鋳造したもの） が伝来して

います。さらに驚くべきことに、それらの鏡の中には太平洋から伊勢湾への入口にあたる

伊
い

良
ら

湖
ご

水道
すいどう

に浮かぶ神島
かみしま

の八代
やつしろ

神社（三重県鳥羽
と ば

市）に伝わる唐式鏡と同型の鏡が７

面も含まれており、二つの神社には特殊な関係があったとも考えられています。航海の難

所とされる海域で海上安全を司る八代神社と、日向灘から直線距離で約 30km も離れた

山間部の神門神社にはいったいどのような関係があるでしょうか。たいへん難しい問題で

すが、今回の展示においては一つの解答案を提示しました。ぜひ、皆さんもこの機会に

実物をご覧いただき、謎解きにチャレンジしてみてください。 

 

唐式鏡（７面）と韓半島の鏡（写真右奥１面） 神門神社所蔵 

                   ※宮崎県指定有形文化財 
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